
図２は前立腺癌に対する線量分布図の一例です。
現在では、前立腺癌に関しては、ホルモン療法との併用に
より、手術と同等の治療効果が期待できるとされており、放射線治療の役割が大きくなっております。
当院におきましても、高齢の患者様や、併存疾患のため観血的治療が困難な患者様、また手術を希望
されない患者様等、病状やご希望を患者様、ご家族と相談しながら、選択肢の一つとして提供させて
いただいています。
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寿泉堂綜合病院では地域医療支援病院として病診連携を推進しています。

患者さんのご紹介や外来診療に関するお問い合わせ
寿泉堂綜合病院 地域連携室 ☎０２４－９２７－０７６０ （直通） または

☎０２４－９３２－６３６３ （代表） にお願い致します。

また、治療終了後も、紹介していただいた先生方と連携を図りつつ、患者様の経過をfollowさせて
いただくことを前提にして治療を行っております。治療の対象となる患者様がおられましたら、各診
療科にご紹介くださるようお願い申し上げます。 （泌尿器科：千葉茂寿）

図２ 前立腺癌に対する線量分布図

図３に、年度別、部位別の患者数の推移を、図４に、
おおよその治療期間を示しております。
遠方の方や、連日の通院が難しいといった患者様の

場合には、各診療科医師が主治医となって入院治療と
させていただいております。治療計画の作成や効果判
定は毎週水、木曜日に福島県立医科大学および山形大
学から派遣される専門医が担当し、その他の曜日にお
ける外来診療は、各診療科の医師が行います。
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図３ 部位別実績 図４ 治療期間・治療回数 （2014～2017実績より）

図１ トモセラピー平成23年にトモセラピー（図１）を導入して以来、多
くの患者様をご紹介いただき、深く御礼申し上げます。
トモセラピーの特徴は、従来の放射線に比べ高線量の

放射線を病巣へ集中できること、周囲臓器への線量を最
小限に抑える強度変調放射線治療（IMRT）を行えること
であり、少ない副作用で、最大限の治療効果を得ること
が可能となりました。

放射線治療の役割が大きくなっています
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